
1

■町の人口
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町の花｢はまなす｣・町の鳥｢かもめ｣・町の木｢さくら｣ 平成23年４月１日　第624号　毎月１日発行　青森県野辺地町役場総務課　☎（0175）64－2111

23年３月１日現在 前月比 前年同月比

14,834 （－）� 24 （－）� 170

　男　　　　6,989

　女　　　　7,845

（－）� 7

（－）� 17

（－）� 88

（－）� 82

世帯数　　　6,523 （－）� 8 （＋）� 16

※
今
回
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
、
家

屋
な
ど
へ
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
総
務
課
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

信号機が消えた本町通り 不安な夜を過ごす避難者

東北地方太平洋沖地震発生�平成23年３月11日㈮
街
か
ら
明
か
り
が
消
え

�

町
民
は
不
安
な
夜
を
過
ご
す

町民の皆様へ
　平成23年３月11日午後２時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード９.０の国内観測史上最
大の巨大地震が発生し、野辺地町を震度５弱の地震が襲いました。
　町内全域が停電となり、津波災害の恐れから、避難勧告を発令し、沿岸に住む約140人が、野
辺地中学校、馬門小学校、中央公民館に避難しました。
　12日の午後には津波警報から注意報に変わったことにより、避難勧告を解除し、夜には電気も
復旧しました。
　幸いにも、野辺地町は人的被害や大きな住家被害もありませんでしたが、国内史上最大の地震
は、東北、関東に甚大な被害をもたらし、日本国民の心に恐怖と大きな傷を残しました。
　町民の皆様には、岩手県や宮城県、福島県などで働いたり学校などに入学しているお子さん、
ご兄弟、知人などがいることと思いますが、被害に遭われた方々には、心からお見舞いを申し上
げるとともに、一刻も早い復旧を願っております。
　最後に、今後の災害に備え、非常持出品・備蓄品の準備や避難場所、災害時の連絡方法の確認
をお願いします。
� 野辺地町災害対策連絡本部長　　
� 野辺地町長　亀　田　道　隆　
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平成23年度予算の概要をお知らせします
　平成23年度の予算が３月の町議会定例会で可決されました。
　一般会計は前年度に比べ２億6,900万円（4.9％）増の57億9,600万円。本年度は、「笑顔あふれるまち　のへじ」
の実現に向け、「第５次野辺地町まちづくり総合計画」を実行に移す初年度にあたることから、子育て支援や教育環
境の整備に力を入れた積極型予算となりました。
　また、６つの特別会計は総額41億513万円で、前年度に比べ1億396万8千円（2.4％）の減額となりました。

まちづくり総合計画別の主な事業
①心豊かな人づくり

７カ月児子ども相談で絵本等をプレゼントするブックスタート事業 104万円
小・中学校にスクールサポーターを配置 1,100万円
小・中学校に理科教材等の備品を整備 630万円
中学校校舎改築等実施設計 6,867万円
小学校社会科副読本の発行 358万円

②いのち豊かな福祉と健康づくり

多子世帯の保育料を軽減 288万円
就学児医療費の助成 617万円
高齢者等通院交通費の助成 384万円
妊婦健康診査の無料化継続・交通費の助成 1,280万円

※保育料を県内の平均単価に引き下げ

③経済豊かな産業づくり

ホタテ貝被害漁業者への支援 370万円
ホタテ貝・ナマコの資源管理及び販路拡大事業 1,213万円
プレミアム商品券発行への補助 600万円
愛宕公園展望台の改修 1,700万円
歓迎塔の設置 768万円

④笑顔豊かな安全・安心まちづくり

町道の整備（環境整備を含む） 1億1,808万円
青色防犯灯の設置 90万円
消火栓の設置 335万円

⑤暮らし豊かな生活環境づくり

海岸漂着物の収集・撤去 335万円
水質保全のための合併処理浄化槽補助金の引上げ 552万円

⑥共に豊かな協働のまちづくり

自治会活動の支援 293万円
地域間交流の継続（記念碑建立） 130万円

※住民票等の証明発行手数料を軽減

予算総額
　99億113万円（1.7％増）
一般会計
　57億9,600万円（4.9％増）
特別会計
　41億513万円（2.4％減）

特別会計当初予算
会計名 本年度予算 前年度予算 比　　較

国民健康保険
事 業 1,898,000 2,046,840 △ 148,840

後 期 高 齢 者
医 療 286,250 279,684 6,566

介 護 保 険
事 業 1,424,274 1,379,031 45,243

介護サービス
事 業 12,201 12,636 △ 435

下 水 道
事 業 20,279 21,135 △ 856

水
道
事
業

収益的支出 283,988 287,480 △ 3,492

資本的支出 180,138 182,292 △ 2,154

合 計 4,105,130 4,209,098 △ 103,968

１世帯が納める町税／ 183,340円（１人あたり／ 80,621円）

一人あたりに使われるお金／ 390,725円（１世帯あたり／ 888,549円）

町　民　税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 入　湯　税
75,395円 87,241円 3,743円 15,944円 1,017円

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農林水産業費 商工費
6,325円 51,259円 119,720円 78,245円 281円 5,732円 10,287円
土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 予備費
22,932円 28,269円 38,390円 0円 26,551円 2,397円 337円

※世帯と人口は平成23年３月１日現在の6,523世帯・14,834人で計算しました。

（単位：千円）
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一般会計の歳入・歳出

（57億9,600万円）

一般会計当初予算
歳　　　出 単位：千円

項　　　目 本年度予算 前年度予算 比　　較

議会費 93,818 69,974 23,844

総務費 760,377 930,945 △ 170,568

民生費 1,775,930 1,677,871 98,059

衛生費 1,160,689 945,482 215,207

労働費 4,165 4,245 △ 80

農林水産業費 85,030 82,721 2,309

商工費 152,603 90,200 62,403

土木費 340,174 273,758 66,416

消防費 419,335 406,098 13,237

教育費 569,476 528,799 40,677

災害復旧費 1 1 0

公債費 393,851 356,040 37,811

諸支出金 35,551 155,866 △ 120,315

予備費 5,000 5,000 0

歳出合計 5,796,000 5,527,000 269,000

歳　　　入 単位：千円
項　　　目 本年度予算 前年度予算 比　　較

町税 1,195,926 1,269,048 △ 73,122
地方譲与税 53,400 55,001 △ 1,601
利子割交付金 3,500 5,900 △ 2,400
配当割交付金 900 650 250
株式等譲渡所得割交付金 300 190 110
地方消費税交付金 143,000 125,000 18,000
自動車取得税交付金 12,100 12,000 100
地方特例交付金 22,800 19,900 2,900
地方交付税 2,180,000 2,040,000 140,000
交通安全対策特別交付金 2,200 2,200 0
分担金及び負担金 74,342 79,688 △ 5,346
使用料及び手数料 60,273 60,366 △ 93
国庫支出金 533,108 459,104 74,004
県支出金 610,606 663,748 △ 53,142
財産収入 25,750 5,596 20,154
寄附金 3 3 0
繰入金 156,127 2,363 153,764
繰越金 1 1 0
諸収入 83,264 82,842 422
町債 638,400 643,400 △ 5,000

歳入合計 5,796,000 5,527,000 269,000
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野
辺
地
町
の
平
成
23
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
が
先
の
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
の
総
額

は
57
億
９
６
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
２
億
６
９

０
０
万
円
（
４
・
９
％
）
の
増
額
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
、
２

期
目
の
総
仕
上
げ
の
年
度
で
あ
り
、
ま

た
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
に
よ

る
町
の
将
来
像「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、

の
へ
じ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
例
年

に
も
増
し
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、積
極
型
の
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
主
な
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
い
、
掻

い
摘
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

○
第
１
の
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
で

は
、「
小
中
学
校
の
全
校
に
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
」「
小
中
学
校
の

理
科
教
材
等
の
教
材
備
品
の
充
実
」「
小

学
校
新
１
年
生
用
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
を
整
備
」「
小
学
校
３
年

生
用
の
社
会
科
副
読
本
を
発
刊
」「
町

の
歴
史
や
文
化
財
等
を
網
羅
し
た
文
化

財
冊
子
を
発
刊
」「
７
か
月
児
子
ど
も

相
談
で
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

○
第
２
の
「
い
の
ち
豊
か
な
福
祉
と
健

康
づ
く
り
」
で
は
、「
保
育
料
を
県
内

の
平
均
ま
で
に
軽
減
」「
妊
婦
さ
ん
の

健
診
、通
院
の
た
め
の
交
通
費
を
助
成
」

「
乳
幼
児
の
医
療
費
を
小
学
６
年
生
ま

で
拡
充
し
て
助
成
」「
高
齢
者
等
の
通

院
の
た
め
の
交
通
費
助
成
」
を
行
い
ま

す
。

○
第
３
の「
経
済
豊
か
な
産
業
づ
く
り
」

で
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
へ
の
助
成
」「
ホ
タ
テ
貝
高
水
温
被

害
対
策
の
利
子
補
給
」「
ナ
マ
コ
漁
場

造
成
事
業
へ
の
助
成
」「
愛
宕
公
園
展

望
台
の
整
備
」
を
行
い
ま
す
。

○
第
４
の
「
笑
顔
豊
か
な
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、「
町
道
整
備
事

業
へ
約
１
億
円
を
投
入
」「
新
町
歩
道

（
山
手
側
）の
ブ
ロ
ッ
ク
張
り
替
え
」「
町

営
住
宅
駅
前
団
地
の
物
置
小
屋
を
改

修
」「
非
常
備
消
防
団
員
の
報
酬
を
郡

内
と
同
じ
金
額
へ
引
き
上
げ
」
を
行
い

ま
す
。

○
第
５
の
「
暮
ら
し
豊
か
な
生
活
環
境

づ
く
り
」で
は
、「
海
岸
漂
着
物
の
収
集・

撤
去
」「
水
質
保
全
の
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
補
助
金
の
増
額
」
を
行
い
ま

す
。

○
第
６
の
「
共
に
豊
か
な
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、「
自
治
会
へ
の
補
助

金
を
増
額
（
１
世
帯
あ
た
り
50
円
程

度
）」「
住
民
票
等
の
証
明
発
行
手
数
料

の
軽
減
」
を
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他
に
、「
町
内
３
か
所
に
あ
る

歓
迎
塔
を
改
修
」
平
成
22
年
度
予
算
で

新
年
度
へ
繰
越
す
る
事
業
で
、「
中
央

公
民
館
と
図
書
館
の
冷
房
設
備
工
事
」

を
行
い
ま
す
。

　

以
上
、
主
な
事
業
を
抽
出
し
て
列
記

し
ま
し
た
が
、23
年
度
予
算
に
お
い
て
、

町
民
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
事

業
の
一
部
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

野
辺
地
町
長　

亀
田
道
隆

■各種証明手数料等の引下げ（４月１日～）� 問合せ先：役場町民課・税務課　℡64－2111
区　分 手数料の名称 区　分 現行の手数料 改定後の手数料

住民基本台帳

住民基本台帳の閲覧手数料 １件につき 350円 300円
住民票の写しの交付手数料 １通につき 350円 300円
住民票の記載事項の証明書手数料 １通につき 350円 300円
広域交付住民票の写しの交付手数料 １通につき 350円 300円
公的年金の現況届に関する証明 １通につき 250円 200円
外国人登録済証明書手数料 １通につき 350円 300円

印　鑑

印鑑に関する証明手数料 １件につき 350円 300円
印鑑登録証の交付手数料 １件につき 350円 300円
認可地縁団体印鑑登録に関する証明手数料 １件につき 350円 300円

税、資産

課税に関する証明 １件につき 350円 300円

納税に関する証明
１税目につき 350円 300円
１税目増す毎に 100円 同　左

所得に関する証明 １件につき 350円 300円

資産に関する証明
１件・１筆につき 350円 300円
１件・１筆を増す毎に 100円 同　左

地積図の閲覧 １枚又は１筆につき
（ただし、接合部1筆の場合も含む） 350円 300円

地積図の謄写 １枚又は１筆につき
（ただし、接合部1筆の場合も含む） 350円 300円

地積集成図の謄写 １枚につき 600円 500円
管内図の謄写 １枚につき 600円 500円
事業(営業)に関する証明 １件につき 350円 300円
土地・家屋台帳の閲覧 １事項につき 350円 300円
固定資産税課税台帳の閲覧 １事項につき 350円 300円
固定資産税課税台帳に記載されている事項
の証明書の交付 １事項につき 350円 300円

その他 その他の証明 １件につき 350円 300円
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■子ども医療費助成事業（９月診療分～）� 問合せ先：役場町民課　℡64－2111

■合併浄化槽設置整備補助金の引上げ
� （４月１日～）
� 問合せ先：役場建設環境課　℡64－2111

■保育料の引下げ（４月１日～）� 問合せ先：役場健康福祉課　℡64－2111
 ※印は、母子・父子家庭、心身障害者の世帯

階層 世帯の階層区分
現　　　行 改　正　後

３歳未満児 ３歳以上児 ３歳未満児 ３歳以上児

Ａ 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円

Ｂ 町民税非課税世帯
9,000円 6,000円 8,000円 5,000円

※ 　　0円 ※ 　　0円 ※ 　　0円 ※ 　　0円

Ｃ１ 均等割課税世帯
15,000円 12,000円

※ 14,000円 ※ 11,000円

Ｃ２ 所得割課税世帯
19,500円 16,500円 17,000円 14,000円

※ 18,500円 ※ 15,500円 ※ 16,000円 ※ 13,000円

Ｄ１ （所得税額）12,500円未満 25,000円 22,000円 23,000円 20,000円

Ｄ２ 12,500円以上25,000円未満 27,500円 24,500円 26,000円 23,000円

Ｄ３ 25,000円以上40,000円未満 30,000円 27,000円 29,000円 26,000円

Ｄ４ 40,000円以上68,500円未満 32,500円 29,500円 31,500円 28,500円

Ｄ５ 68,500円以上103,000円未満 42,500円 37,500円 34,500円 30,500円

Ｄ６ 103,000円以上413,000円未満 42,500円 37,500円 36,500円 32,000円

Ｄ７ 413,000円以上734,000円未満 42,500円 37,500円 38,500円 34,000円

Ｄ８ 734,000円以上 42,500円 37,500円 41,000円 36,000円

　小学校入学（６歳に達する以後の最初の４月１日）から小学校卒業（12歳に達する日以後の最初の３
月31日）までの期間、医療費を助成します。
　・入院　　入院１日につき500円が受給者負担となります。
　・通院　　通院１ヶ月につき1,500円が受給者負担となります。
　・医療費は一旦、医療機関にお支払い下さい。その後領収書に基づいて町が支払い金額から上記の金

額等を差引いた額を支給いたします。
　・所得制限があります。
　・前年度所得が確定した後の９月診療分からの実施となります。

　合併浄化槽の改修費用に対する補助金を引上
げました。
・５人槽　　　195,000円から234,000円に
・６～７人槽　243,000円から294,000円に
・手続きは、工事業者にご相談ください。

■子宮頸がんワクチン
　　　　　　接種費用助成事業
� 問合せ先：健康増進センター　℡64－1770

ワクチン接種費用の80％を助成いたします。
・生活保護世帯は、全額助成します。
・対象者は、中学校１年生から高等学校１年生

までの女子。
・ワクチン接種を希望される方は、健康増進セ

ンター窓口で申請して下さい。
・開始時は、対象者に個別にご連絡いたします。
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■高齢者等通院時タクシー利用料金助成事業（６月１日～）
� 問合せ先：役場健康福祉課　℡64－2111

■妊婦健診等交通費助成事業（４月１日～）
� 問合せ先：健康増進センター　℡64－1770

　高齢者及び障害者の方が町内の医療機関に通院する際のタクシー初乗り運賃640円分の利用券を月２
枚、年24枚まで発行します。

①対象者は、下記に属する方のうち、非課税世帯（ただし、生活保護世帯、他から交通費の助成を受け
ている方は対象外となります。）の方です。

　・４月１日現在、70歳以上の高齢者
　・身体障害者手帳　１級、２級を所持している方
　・精神障害者福祉手帳　１級を所持している方
　・愛護手帳　Ａを所持している方

②通院のため、利用券を必要とする方の受付開始日については、後日、「広報のへじ」等でお知らせします。

③今年度の利用券のご利用は、６月１日からとなります。

　妊婦さんが健康診査や分娩等に係る受診のための交通
費を２万円を上限に助成します。

①対象者は、かかりつけの産科医療機関を受診のためタ
クシーを利用した方

②申請は、平成23年４月１日から健康増進センター窓口
で行いますが、次の書類等が必要になります。

・医療機関の発着が明記されたタクシー料金の領収書
・母子健康手帳
・妊産婦本人名義の通帳と印鑑

※申請は、ご家族の方でも出来ます。出産後の申請でも
かまいません。

東北関東大震災の義援金を
受け付けております（日本赤十字社）
●受付期間　３月12日（土）～９月30日（金）（土日・祝祭日は除く）
●受�付�先

　・金融機関（青森銀行、みちのく銀行、郵便局）
　　※上記金融機関には、専用の振込用紙が準備されています。（手数料は無料）
　・野辺地町役場　健康福祉課窓口
　　※役場では、町商業協同組合発行の「ふれあいカード」満点カードでの支援も受け付けております。
●問合せ先　役場健康福祉課　℡64－2111

※救援物資については、折込チラシをご覧ください。

統一地方選挙のお知らせ
投票時間は午前７時から午後８時まで

青森県議会議員一般選挙

投票日　４月10日（日）

野辺地町議会議員一般選挙

投票日　４月24日（日）

あなたの一票大切です！！

棄権しないで投票しましょう。



まちのニュース

運動公園に整備されたクロスカントリーコース
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児童たちがサケの稚魚放流を体験

　野辺地小学校４年生70人が３月８日、野辺地川漁業協
同組合（佐藤淳二組合長）の協力で５㎝位に成長したシ
ロサケの稚魚を野辺地川に放流しました。
　放流した稚魚は、城内ふ化場で育てた約58万匹。
　児童たちは、組合員から小さなバケツに稚魚を入れて
もらい、「大きくなって帰ってきて」「魚に食べられない
でね」と願いをこめて、川に放しました。
　佐藤組合長は「４年後に、魚は大きくなって帰ってき
ます。学校の帰りでも見に来てください」と話しました。

町民が裁判員裁判を体験

　町教育委員会と弘前大学教育学部は３月１日、中央公
民館で「模擬裁判員裁判体験教室」を行い、模擬裁判の
シナリオを基に、町民19人が量刑を決める評議で活発に
意見を交わしました。
　同大学は、県内各地で体験教室を行い、一般向けの講
座は今回が初めて。
　宮崎秀一教授と学生９人が指導に当たり、裁判員役に
選ばれた参加者たちは、職務を行うにあたり宣誓書を読
み上げ、冒頭手続きから評議までの裁判手続の流れを体
験しました。

町文化財を守る会　行在所改修に寄付

　町有志でつくる「町文化財を守る会」（柴崎民生会長）
は３月７日、亀田町長を訪ね、行在所改修のために寄付
金50万円を手渡しました。
　同会からの寄付は、平成19年から毎年行われ、今回で
４回目の総額610万円。
　昨年４月、中央公民館で行われた「ザ・クリッパーズ
チャリティーライブショー」の益金約30万円と町内外か
ら募った募金を贈りました。
　改修工事は、平成23年度に終了の予定。柴崎会長と宮
澤事務局長は、今後の活用方法や行在所周辺の整備につ
いて、亀田町長と意見交換しました。

野辺地アスリートクラブからのお知らせ
運動公園管理棟裏にクロスカントリーコース開設
　昨年秋から、野辺地運動公園管理棟裏の林間へ関係者
のご協力をいただき整備を進めてきました。
　この施設は、「町民の健康体力づくり」と「スポーツマ
ンの競技力・基礎体力の向上」を目的に整備をしました。
　チップを敷いたコースは、自然豊かで景観もすばらし
いところです。ウォーキングにトレーニングにどうぞご
利用ください。
　●コース名　健康体力づくりクロスカントリーコース

　●全　　長　１周７００ｍ

願いをこめて、サケの稚魚を放流する児童たち

裁判員役となって裁判員裁判を体験する参加者たち

今後の活用方法を意見交換する柴崎会長（中央）と宮澤事務局長（右）
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まちのニュース

野辺地町文化・スポーツ賞を受賞された皆さん

※小学生の皆さんには、学校をとおして授与しました。

町教育委員会文化・スポーツ賞を受賞された皆さん

※小学生の皆さんには、学校をとおして授与しました。　　　　

平成22年度

野辺地町・町教育委員会

文化・スポーツ賞授与式
町文化賞　　　11個人と１団体　　　教育委員会文化賞　　　77個人
町スポーツ賞　49個人と10団体　　　教育委員会スポーツ賞　39個人と11団体
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まちのニュース

文化功労賞を受賞した山田芳松さん（右）

受賞者を代表して謝辞を述べる葛西智明さん

　

平
成
22
年
度
野
辺
地
町
・
町
教
育

員
会
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が

２
月
24
日
、中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各
分
野
で
活
躍

し
た
１
７
６
個
人
22
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

文
化
賞
で
は
、
絵
画
の
普
及
振
興

に
努
め
た
山
田
芳
松
さ
ん
に
文
化
功

労
賞
が
、
公
民
館
活
動
「
み
ん
な
の

教
室
洋
裁
教
室
」
の
指
導
に
尽
力
し

た
境
京
子
さ
ん
に
文
化
指
導
者
賞

が
、
９
個
人
１
団
体
に
文
化
奨
励
賞

が
、
77
個
人
に
文
化
優
秀
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
賞
で
は
、
清
水
目
護
さ

ん
ら
８
個
人
２
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ
賞

が
、
斎
藤
春
菜
さ
ん
ら
41
個
人
８
団

体
に
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が
、
39
個
人

11
団
体
に
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

亀
田
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
日
頃

か
ら
の
活
躍
は
、
町
に
大
き
な
活
力

を
注
い
で
い
る
」
と
受
賞
者
を
褒
め

た
た
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

葛
西
智
明
さ
ん
が
「
町
の
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

に
一
層
努
力
し
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
＝
（
個
人
）
髙

田
瑚
海
、
蛯
名
眞
央
、
飯
山
隆
成
、

野
坂
大
貴
、
古
澤
龍
星
、
戸
澤
愛
織
、

天
間
冬
和
、
駒
ヶ
嶺
晃
志
、
矢
部
稜

也
、
横
濵
宗
成
、
安
村
翔
英
、
島
谷

萌
華
、
沼
山
耕
弥
、
長
谷
川
純
、
瀬

川
優
花
、
蛯
澤
竜
也
、
松
田
怜
樹
、

中
山
元
、
滝
沢
梨
紗
、
沼
端
柚
有
莉
、

村
山
陽
祐
、
瀬
川
稀
龍
、
中
山
仁
、

亀
田
七
彩
、
仲
﨑
麻
尋
、
柴
崎
有
香
、

横
濵
汐
莉
、
横
濵
桃
香
、
仲
﨑
輝
、

沼
山
陽
音
、
松
田
涼
那
、
石
井
麗
、

島
谷
織
羽
、（
団
体
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

野
辺
地
空
手
道
会
小
学
生
、
野
辺
地

町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
馬
門
小

学
校
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

部
、
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
オ
レ
ン
ジ
、
野

辺
地
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｕ

―
11
、
野
辺
地
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
Ｕ
―
12
、
若
葉
小
学
校
卓
球

部
男
子
、若
葉
小
学
校
卓
球
部
女
子
、

野
辺
地
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
サ
ー
ク
ル
Jr

Ａ

▽
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
＝
（
個
人
）
松

本
皇
雅
、
井
筒
悠
貴
、
山
田
直
也
、

中
嶋
講
機
、
髙
野
史
也
、
飯
山
実
李
、

（
団
体
）
野
辺
地
中
学
校
野
球
部
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
辺
地
空
手
道
会
中
学

生
男
子

▽
ス
ポ
ー
ツ
賞
＝
（
個
人
）
清
水
目

護
、
葛
西
智
明
、
藤
谷
勇
仁
、
横
浜

未
来
、
戸
田
美
穂
子
、
棟
方
聖
子
、

菅
岡
芙
弥
子
、上
原
子
明
美
、（
団
体
）

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ　

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ⅱ
、

野
辺
地
町
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
女

子▽
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
＝
（
個
人
）
斎

藤
春
菜
、
柴
崎
岳
、
横
濵
充
俊
、
亀

田
兼
司
、
松
舘
由
樹
、
髙
野
拓
也
、

清
水
目
亮
、
野
田
頭
健
也
、
石
文
大

樹
、
大
丸
芽
美
、
竹
林
佳
奈
、
村
山

ち
な
み
、
葛
西
光
之
輔
、
大
釜
翔
太
、

中
野
渡
翔
、
坂
井
隼
人
、
髙
田
和
生
、

沼
辺
愛
、
横
濵
貴
大
、
上
野
球
道
、

熊
谷
翔
太
、
能
登
一
摩
、
四
戸
知
佳
、

越
野
里
菜
、
板
橋
奈
央
、
木
村
華
、

稲
垣
優
毅
、
亀
田
明
香
里
、
松
舘
香

奈
、
吉
田
龍
馬
、
南
口
亮
雅
、
能
登

圭
亮
、
上
野
瑞
歩
、
横
濵
柊
三
、
蛯

澤
寿
々
香
、
古
澤
未
来
、
沼
辺
忍
、

上
原
子
星
果
、
松
山
春
女
、
髙
田
瑠

海
、
風
穴
莉
子
、（
団
体
）
野
辺
地

高
等
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

野
辺
地
高
等
学
校
男
子
ス
キ
ー
部
、

野
辺
地
中
学
校
ス
キ
ー
部
男
子
、　

　

野
辺
地
中
学
校
ス
キ
ー
部
女
子
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
辺
地
空
手
道
会
中
学

生
女
子
、
野
辺
地
中
学
校
柔
道
部
女

子
、
野
辺
地
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
男
子
、
野
辺
地
中
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
女
子

▽
文
化
優
秀
賞
＝
（
個
人
）
根
岸
紗

羅
、
甲
斐
裕
佳
子
、
本
田
胡
桃
、
蛯

澤
慶
喜
、
川
端
晋
一
郎
、
斎
藤
真
珠

美
、
根
岸
樹
里
、
村
中
七
夕
、
大
山

滉
永
、
簗
田
信
緯
、
原
子
友
花
、
清

水
目
京
花
、
田
中
和
花
葉
、
桧
山
樹

希
也
、
大
越
み
ち
る
、
四
十
物
春
奈

伊
藤
芽
里
、
髙
橋
澪
、
杉
山
淑
子
、

鳥
山
花
甫
、
冨
吉
啓
恵
、
菱
沼
舞
音
、

山
崎
柚
稀
、
和
田
優
輝
、
新
谷
龍
生
、

蛯
名
美
公
、
西
村
亜
美
、
洞
内
那
美
、

小
坂
柊
、
毛
利
綾
乃
、
臼
田
環
暉
、

枋
木
陸
、
島
谷
萌
華
、
田
中
佑
奈
、

中
新
田
美
友
、
畑
口
莉
瑠
葉
、
平
山

愛
莉
、
横
濵
未
来
、
大
杉
舞
優
、
上

原
子
蘭
、
久
保
田
遥
平
、
小
松
正
和
、

田
中
達
朗
、
若
林
美
莉
、
冨
田
宗
甫
、

沼
尾
悠
莉
、
瀬
川
優
花
、
中
山
さ
く

ら
、
本
田
桃
子
、
本
間
夏
美
、
荒
井

愛
美
、
古
林
若
菜
、
中
山
滉
太
、
藤

谷
菜
々
穂
、
小
泉
未
侑
、
山
谷
啓
太
、

蛯
名
小
夏
、
小
塚
朱
莉
、
柴
崎
知
紀
、

甲
斐
千
百
合
、
中
山
元
、
秋
田
谷
静

乃
、角
谷
瑠
伊
、木
戸
貴
子
、堤
夏
子
、

下
田
華
仙
、
田
名
辺
海
斗
、
戸
舘
春

菜
、
成
田
百
花
、
村
山
陽
祐
、
藤
谷

那
智
、
山
口
莉
央
、
中
山
仁
、
熊
谷

優
里
、
柴
崎
南
、
工
藤
亜
美
、
木
村

光
汰

▽
文
化
功
労
賞
＝
山
田
芳
松

▽
文
化
指
導
者
賞
＝
境
京
子

▽
文
化
奨
励
賞
＝
（
個
人
）
木
村
晃

輔
、
船
橋
佑
資
、
木
村
美
咲
、
熊
谷

瑛
里
香
、
四
十
物
佳
一
、
對
馬
勇
貴
、

横
濵
め
ぐ
み
、
五
十
嵐
み
な
み
、
外

崎
温
美
、（
団
体
）
野
辺
地
中
学
校

吹
奏
楽
部

野
辺
地
町
文
化
賞

野
辺
地
町
教
育
委
員
会
文
化
賞

野
辺
地
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

野
辺
地
町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
賞



５
月
の
無
料
法
律
相
談
は
、
５
月
６
日（
金
）
。
総
務
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
３
月
22
日
ま
で
）

ミニガイド

図書館おすすめの新刊（入荷予定の本）
悪道（吉川英治文学賞受賞）森　村　誠　一
ば ん ば 憑 き 宮　部　みゆき
麒 麟 の 翼 東　野　圭　吾
一 刀 斎 夢 録　 上・ 下 浅　田　次　郎
ポ リ テ ィ コ ン　 上・ 下 桐　野　夏　生
人 質 の 朗 読 会 小　川　洋　子
花 の 鎖 湊　　　かなえ
認知症と長寿社会

（新聞協会賞「編集部門」等受賞）信濃毎日新聞取材班

お金の流れが変わった！ 大　前　研　一
誰からも「気がきく」と言われる45の習慣 能　町　光　香

本　の　展　示
●本の展示
　「本屋大賞ノミート・受賞作」展
　　　　１日（金）～ 21日（木）
　「友だち１００冊つくるんだ」本展
　　　　23日（土）～５月15日（日）
●ミニギャラリー
　岡本茂美氏「一里四方デジカメ散歩」写真展
　　　　１日（金）～ 28日（木）

ごみの出し方についてのお願い
次の『ごみ』は、発火性危険ごみです。
　○カセット式ガスボンベ缶／スプレー缶
　　エアゾール缶等の発火の危険性がある缶
　○ライター（バーベキュータイプ含む）

収集日：発火性危険ごみ（年６回）
出し方：中身を使い切るか抜き取って
　　　　缶には穴を開けてから

《厳守事項》
不燃ごみには、絶対に出さないでください。

ホームタンク洗浄実施中 !!

洗浄料金１台5,800円（税込み）

駅前　中谷米穀店 TEL�64-3316

○タンク内に溜まった水が錆の原因となります
○灯油に水が混じり劣化トラブルが起こります
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ピ
コ
ロ
・
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収
致
し
ま
す

平
成
23
年
新
入
学
（
園
）
児
の

交

通

事

故

防

止

運

動

読

書

週

間

行

事

　

子
育
て
を
楽
し
み
た
い
、
新
し
い

お
友
達
を
見
つ
け
た
い
な
ど
、
そ
ん

な
あ
な
た
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

●
ピ
コ
ロ
ク
ラ
ブ　

１
歳
６
か
月
以

上
の
子
ど
も
さ
ん
と
お
母
さ
ん

●
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ　

１
歳
６
か
月

以
下
の
子
ど
も
さ
ん
と
お
母
さ
ん

活
動
日　

５
月
～
12
月
の
毎
週
火
曜

日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

活
動
費　

年
間
、
保
護
者
１
０
０
０

円　

子
ど
も
２
０
０
０
円

　

※
開
級
式　

５
月
10
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時　

中
央
公
民
館

申
込
み
先　

中
央
公
民
館

　

☎
（
64
）
３
０
５
４

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、

４
月
中
に
順
次
、新
し
い
電
話
帳（
平

成
23
年
５
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
・

事
業
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳

の
配
達
時
に
回
収
い
た
し
ま
す
の

で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
古

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
後
日
改
め
て
回

収
に
伺
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

（
平
日
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

●
図
書
館
ク
イ
ズ「
調
べ
て
み
よ
う
」

期
間　

４
月
23
日
（
土
）
～
５
月
15

日
（
日
）

●
春
の
ド
キ
ド
キ
お
は
な
し
会

と
き　

５
月
７
日
（
土
）
午
後
２
時

～
３
時

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
お
は
な
し
お
手
紙

募
集　

４
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、

作
品
を
図
書
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

展
示　

４
月
23
日
（
土
）
～
５
月
15

日
（
日
）

●
読
書
で
ス
タ
ン
プ
レ
ー
ス
「
友
だ

ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ
」

期
間　

４
月
23
日
（
土
）
～
７
月
17

日
（
日
）

◆
絵
本
を
楽
し
む
会
／
８
日
（
金
）

午
前
10
時

◆
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

／
９
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

◆
ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
13
日

（
水
）
午
前
10
時
30
分
（
３
歳
未

満
児
向
け
）

◆
朗
読
の
会
「
秋
桜
」
／
14
日
（
木
）

午
前
10
時
（
公
民
館
）

◆
古
典
に
親
し
む
会
／
15
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
（「
方
丈
記
」・

公
民
館
）

◆
ブ
ッ
ク
ハ
ロ
ー
／
20
日
（
水
）
午

前
10
時
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

７
か
月
児
相
談
）

◆
お
は
な
し
工
房
／
23
日
（
土
）
午

後
２
時
（
読
み
聞
か
せ
と
簡
単

な
工
作
）

図

書

館

行

事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

◆
新
登
録
児
を
迎
え
る
会
／
15
日

（
金
）
午
後
４
時

◆ 

避
難
訓
練
／
27
日
（
水
）
午
後
４

時
15
分

◆ 

あ
た
ご
ク
ラ
ブ
総
会
／
28
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分

※
児
童
館
に
ズ
ッ
ク
を
置
い
た
ま
ま

の
方
は
、
４
月
中
に
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

期
間　

４
月
７
日
（
木
）
か
ら
４
月

13
日
（
水
）
ま
で
の
７
日
間

運
動
の
重
点

　

●
新
入
学
（
園
）
児
の
安
全
指
導

　

●
新
入
学
（
園
）
児
へ
の
思
い
や

　
　

り
の
あ
る
運
転
の
推
進

児

童

館

行

事

電
話
（
64
）
３
１
０
６



防
災
広
報
放
送
を
聞
き
逃
し
た
方
・
聞
こ
え
な
か
っ
た
方
は
、（
64
）
９
９
７
７

お知らせ

町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業
式

発電電力などを表示するモニター
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野辺地町スポーツ少年団　団員募集
（スポーツは友達！みんなで少年団の仲間になろう）

少年団名・連絡先

野辺地剣道スポーツ少年団

木明裕二　TEL64－2111（町役場）
野辺地町卓球スポーツ少年団

松尾節男　TEL64－2111（町役場）
野辺地サッカースポーツ少年団

橋本正克　TEL64－2111（町役場）
野辺地体操スポーツ少年団

酒田綾子　TEL64－4692（自宅）
野辺地ハンドボールスポーツ少年団

滝口太　　TEL64－2111（町役場）
野辺地町柔道スポーツ少年団

横浜信弥　TEL64－0811（馬門小学校）
野辺地野球スポーツ少年団

野呂信幸　TEL64－2111（町役場）
野辺地マラソンスポーツ少年団

野村忠也　TEL64－2774（若山燃料）
野辺地町ミニバスケットボールスポーツ少年団

甲地潮吏　TEL64－7145（自宅）
野辺地ジュニアバドミントンクラブスポーツ少年団

滝澤完至　TEL64－2706（自宅）

　町では、省エネルギーと新エネルギーの推進を図り、町民
の皆さんが環境問題を考える契機としていただくため、青森
県環境保全・二酸化炭素排出抑制対策事業により、町健康増
進センターに太陽光発電設備と館内の一部をＬＥＤ照明に取
り替える改修事業を実施いたしました。
　設置した太陽光発電設備やＬＥＤ照明は見学可能なほか、
希望される場合はそのデータについてもご提供いたします。
　町民の皆さんとともに、省エネルギー・新エネルギーを推
進し、二酸化炭素の排出抑制に努めたいと思っております。

※センター休館日（土日、祝祭日、年末年始）及び行事等に
より見学ができない場合もあります。

※団体での見学やデータの提供を希望する場合は、事前にご
連絡ください。

　（提供データ：直流・交流電力量／日射量／二酸化炭素削
減量等）＜月別／日別／時間別＞

� 問合せ先　役場建設環境課　℡64－2111（内線223）

後輩たちの拍手に送られ、退場する野中生

健康増進センターに設置された大型太陽光パネル

胸を張って堂々と卒業証書を受け取る若葉小の児童

門出のことばを述べる馬門小の児童

胸を張って堂々と卒業証書を受け取る野辺地小の児童

野辺地町健康増進センターに太陽光発電設備を設置

【省エネ行動のキーワード】出来ることから始めよう家庭の省エネ！



防
災
広
報
放
送
の
内
容
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。（http://w

w
w
.tow
n.noheji.aom

ori.jp

）

お知らせ
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平成23年度海上保安学校学生採用試験（特別）について

　人事院及び海上保安庁では、平成23年10月に海上保安学校に入学する学生を募
集します。
○受験資格

　　昭和62年４月２日以降に生まれた者で次に掲げるもの
（1）高等学校を卒業した者及び平成23年９月までに高等学校を卒業する見込みの

者
（2）中等教育学校を卒業した者及び平成23年９月までに中等教育学校を卒業する

見込みの者
（3）高等専門学校の第３学年の課程を修了した者
（4）高等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資格検定を含む。）に合格し

た者等、人事院が（1）（2）に掲げる者と同等の資格があると認める者

○採用予定数　船舶運航システム課程（航海・機関・主計各コース）約200名

○申込受付期間　平成23年４月１日（金）～４月８日（金）（土日は除く）
○試験日・試験地

試験日 試験地 種目 合格発表

第一次
５月15日（日）
12：30 ～ 16：20

青森市、盛岡市、
秋田市、塩釜市

教養試験（多枝選択式）
作文試験 ６月３日（金）

第二次

６月９日（木）
～６月17日（金）
※第１次試験合格
通知書で指定

塩釜市 人物試験・身体検査・
身体測定・体力検査 ７月13日（水）

〔問合せ先〕青森海上保安部管理課　℡017―734－2423
　　　　　　八戸海上保安部管理課　℡0178―33－1222

４
月
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
始
ま
り
ま
す

冬
期
間
の
水
道
料
金
の
過
不
足
は
５
月
で
精
算
し
ま
す

引
越
等
に
よ
る
水
道
の
開
始
・
中
止
に
は
届
出
が
必
要
で
す

・
積
雪
の
た
め
、
12
月
か
ら
３
月
ま

で
中
止
し
て
い
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
は
、
４
月
20
日
前
後
に
検
針
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
に
、
犬
を
つ

・
１
月
か
ら
４
月
ま
で
の
冬
期
間
は
、

推
定
料
金
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
期
間
の
過
不
足
に
つ
い

て
は
、
４
月
の
検
針
結
果
を
も
と
に

・
異
動
届
の
用
紙
は
水
道
課
に
備
え

付
け
し
て
い
ま
す
。

①
新
規
に
水
道
を
使
用
す
る
方
（
転

入
・
町
内
で
の
転
居
）
で
、
口
座
振

替
を
希
望
す
る
方
は
、
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
と
、
銀
行
印
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

②
水
道
を
中
止
す
る
方
は
、
印
鑑
を

な
い
で
い
る
お
宅
や
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
荷
物
を
置
い
て
い
る
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

検
針
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
分
の
水
道
料
金
で
精
算
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
使
用

水
量
の
お
知
ら
せ
」
は
配
布
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
転
出
や
町
内
で

の
転
居
）

※
転
居
等
に
よ
り
、
郵
便
受
け
に
異

動
開
始
届
の
用
紙
が
投
函
さ
れ
て
い

る
方
は
、
郵
送
に
よ
る
届
出
も
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先　

水
道
課

☎
（
64
）
２
１
１
１　

内
線
２
７
０

４月はクリーン月間です

　町は、４月を『クリーン月間』として、
清掃ごみ拾い等の活動を推進しています。
　自治会単位、職場単位、或いは家族で身
近な場所での活動をお願いいたします。

空き地の適正な管理をお願いします

　所有する空き地がある場合は、所有者若
しくは管理者の責任において、空き地への
不法投棄防止策を講じたり、美観又は近隣
住民の生活環境を害しないよう適正な管理
をお願いします。

お知らせ

　廃棄物をみだりに捨てることは違法行為
です。不法投棄は生活環境に悪影響を及ぼ
すばかりではなく、景観を損ねることにも
つながります。不法投棄や野焼きをした場
合、５年以下の懲役又は1,000万円以下の
罰金に処せられるなど厳しい罰則が設けら
れております。環境美化推進にご協力願い
ます。

連絡先　役場建設環境課

　　　　℡64－2111　内線223

平成23年春の火災予防運動
○実施期間
　平成23年４月11日（月）～４月17日（日）
○統一標語
『「消したかな」　あなたを守る　合言葉』

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】
（３つの習慣・４つの対策）
３つの習慣
◎寝たばこは、絶対やめる。
◎ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
◎ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
◎逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使

用する。
◎火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、　隣近所の協力体制

をつくる。

平成23年山火事予防運動
○実施期間
　平成23年４月29日（金）～５月５日（木）
○統一標語
　「その油断　緑の森を　火の海に」
○重点事項
・枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない

こと
・たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火

すること
・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
・火入れを行う際、許可を必ず受けること
・たばこは、指定された場所で喫煙し、吸いがらは必ず消すとと

もに、投げ捨てないこと
・火遊びはしないこと
【問合せ先】
　　野辺地消防署☎64－3126
　　消防本部　　☎64－0650



年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
健（
検
）診
を
ご
利
用
の
方
は
、忘
れ
ず
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
64
・
１
７
７
０
）

健康／福祉
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各種障害福祉施策の相談について
◎愛護手帳（療育手帳）について

　対象となる方は、青森県障害者相談セン
ター（18歳以上）・児童相談所（18歳未満）
で知的障害児（者）と判断された方です。
知的障害児（者）に対して、各種援助措置
が受けやすくなります。

◎下記のようなことに心当たりのある方は

ご相談下さい

　仕事等をしていても周囲にうまく溶け込
めない、人とコミュニケーションをとるこ
とが苦手という方は愛護手帳又は、精神保
健福祉手帳交付の該当になる可能性があり
ます。（発達障害）
　手帳を取得することにより、各種援助（養
護学校への進学、障害者枠での一般就労等）
が受けやすくなります。
　※18歳以上の方でも申請は可能です。

◎お問合わせ先

◆野辺地町健康増進センター 障害福祉班

住　　所：野辺地町字前田５－２
電話番号：６４－１７７０
◆地域活動支援センター　アセンドハウス

（相談支援事業委託事業所）

住　　所：十和田市西二十三番町５－５
電話番号：０１７６－２１－１１７３

　町では、平成23年度から、子宮頸がん予防ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチンの３種類について、
接種費用の助成を予定しております。
　しかし、ワクチンの確保及び厚生労働省の小児任意予防接種休止通達により、現在この3種類のワクチン接種
を一時見合わせております。
　ついては、接種再開の連絡が得られしだい、広報のへじ及び対象となる方に個別でご案内いたします。
〈予防接種に関するお問合せ〉健康増進センター　電話64－1770　または　64－8

はればれ

080

特
定
健
診

　

検
査
内
容　

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
内
科

診
察

　
　
　
　
　
　

※
心
電
図
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検
査
（
※
は
医
師
の
指
示
に
て

実
施
）

　

対　

象　

者　

40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

実
施
期
日　

８
～
10
月
の
間
で
実
施
（
く
わ
し
く
は
広
報
５
月
号
を
参
照
）

　

受
診
方
法　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
確
認
の
上

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　後

期
高
齢
者
健
診

　

検
査
内
容　

※
右
記
特
定
健
診
に
準
ず
る
内
容

　

実
施
場
所　

町
内
医
療
機
関

　

対　

象　

者　

75
歳
以
上
町
民

　

受
診
方
法　

対
象
と
な
る
方
に
は
、個
別
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
確
認
の
上
、

町
内
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
等

　

検
診
内
容　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診

　
　
　
　
　
　

※
前
立
腺
が
ん
検
診
、
骨
密
度
検
診
（
※
の
み
対
象
者
に
個
別

案
内
）

　

対　

象　

者　

40
歳
以
上
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
）

　

実
施
期
日　

８
～
11
月
の
間
で
実
施
（
く
わ
し
く
は
広
報
５
月
号
を
参
照
）

　

申
込
方
法　

後
日
毎
戸
に
配
布
さ
れ
る
黄
色
い
『
申
込
用
紙
』
に
記
入
し
、

地
区
の
保
健
協
力
員
か
、
役
場
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

結
核
巡
回
検
診

　

対　

象　

者　

65
歳
以
上
で
今
年
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

　

実
施
時
期　

11
月
巡
回
予
定
（
く
わ
し
く
は
広
報
10
月
号
に
掲
載
予
定
）

　

注
意
事
項　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
で

き
る
だ
け
よ
り
多
く
の
胸
部
疾
患
へ
対
応
す
る「
肺
が
ん
検
診
」

を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

 

野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー　

☎
（
64
）
１
７
７
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
全
額
自
己
負
担
し
た
方
へ

　

町
の
助
成
金
の
申
請
締
切
は
、
平
成
23
年
4
月
28
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

　

お
問
合
せ
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ま
で　
　

電
話
（
64
）
１
７
７
０

平
成
23
年
度　

各
種
健
（
検
）
診
実
施
の
お
知
ら
せ

佐藤　奈
な

桜
お

ちゃん

　
「
奈
桜
ち
ゃ
ん
、丈
夫
な
歯
を
ず
っ

と
大
切
に
し
て
ネ
。
き
れ
い
な
歯
に

感
謝
！
」 

（
母
、
育
子
、
駅
前
二
）

古林　日
ひ

向
なた

くん

　
「
ハ
ミ
ガ
キ
頑
張
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
よ
う
ね
」

 

（
母
、
寛
子
、
下
袋
）

井澤　結
ゆ

愛
め

ちゃん

　
「
ヤ
ッ
タ
ネ
！
こ
れ
か
ら
も
ピ
カ

ピ
カ
の
歯
で
眩
し
い
ス
マ
イ
ル
見
せ

て
ネ
」 

（
母
、
智
美
、
下
袋
）

山崎　みみりちゃん

　
「
み
み
り
、
よ
か
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
は
み
が
き
が
ん
ば
れ
！
」

 

（
父
、
雄
介
、
城
内
）

任意予防接種の一時見合わせについて



住
民
票
・
戸
籍（
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
）の
申
請
は
、窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

お知らせ

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届
け

ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載
せ

て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出
の

際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
２
月
受
付
分
）
町
民
課

田
中　
　

悠は
る
く
ん
（
優
史
）
下
町
二

上
野
笑え

琉る

恵え
ち
ゃ
ん
（
一
崇
）
浜　

町

辻
村　

海み
い
菜な
ち
ゃ
ん
（ 

航 

）
浜　

町

盛　

よ
し
乃の
ち
ゃ
ん
（ 

靖 

）
金　

沢

小
暮　

キ
ヱ
さ
ん　
（
81
）
松
ノ
木
平

横
濱　

マ
ツ
さ
ん　
（
101
）
城　
　

内

長
者
久
保
フ
デ
さ
ん
（
89
）
松
ノ
木
平

原
田　

昭
三
さ
ん　
（
82
）
中　
　

袋

原
田　

ユ
ミ
さ
ん　
（
80
）
中　
　

袋

舘　

キ
ク
ヨ
さ
ん　
（
87
）
下 

町 

二

田
中　

龍
夫
さ
ん　
（
86
）
下 

町 

二

中
谷　

正
雄
さ
ん　
（
83
）
枇 

杷 

野

上
田
豊
三
郎
さ
ん　
（
87
）
新　
　

道

金
浜　

繁
子
さ
ん　
（
60
）
下　
　

袋

野
呂　

せ
い
さ
ん　
（
78
）
下 

町 

二

赤
泊　

實
さ
ん　
　
（
69
）
下 

町 

二

草
橋
喜
代
治
さ
ん　
（
91
）
松
ノ
木
平

齊
藤　

き
ゑ
さ
ん　
（
94
）
馬 

門 

二

横
濱
ハ
ナ
ヱ
さ
ん　
（
74
）
枇 

杷 

野

蛯
名　

昭
夫
さ
ん　
（
69
）
金　
　

沢

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　～午後２時45分

バス運行日（毎週月･木曜日）

４月４・７・11・14

　　18・21・25・28日

●第１・３月曜日が基本

（祝祭日除く）

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　４月18日

14

県

税

口

座

振

替

制

度

の

お

知

ら

せ

　

青
森
県
で
は
、
県
税
の
口
座
振
替

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

県
税
の
納
税
は
便
利
で
、
安
全
・
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税
）

○
個
人
事
業
税
…
８
月
、
11
月
納
期

分
（
定
期
賦
課
分
）

○
自
動
車
税
…
６
月
納
期
分
（
定
期

賦
課
分
）

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
等
…

中
間
申
告
、
確
定
申
告
分

○
軽
油
引
取
税
…
特
別
徴
収
義
務
者

の
申
告
分
（
徴
収
猶
予
分
を
除
く
）

※
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
が
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
口
座
振
替

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（
振
替
日
）

○
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
…
納
期

限
の
日

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
等
、

軽
油
引
取
税
…
申
告
期
限
の
翌
月

25
日

（
申
込
期
限
）

○
個
人
事
業
税
…
８
月
中
旬

○
自
動
車
税
…
４
月
30
日

○
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
等
、

軽
油
引
取
税
…
申
告
期
限
の
日

（
申
込
方
法
）

　

納
税
者
本
人
の
通
帳
と
預
金
届
出

印
を
持
参
の
う
え
、
取
扱
金
融
機
関

及
び
各
地
域
県
民
局
県
税
部
の
窓
口

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
上
北
地
域
県
民
局
県
税

部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理

課　

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

内
線
２
０
５

アナログテレビ放送終了まで
あと半年を切りました！

　７月24日をもってアナログテレビ放送は完全終
了します。それまでの間に、地上デジタル放送を
視聴するための準備をしないとテレビを見ること
ができなくなります。
　地デジの準備に当たり、「何をすればよいか分か
らない」「テレビを買ったのにデジタル放送を受信
できない」という方には、デジサポ（総務省テレ
ビ受信者支援センター）がお手伝いします。まずは、
デジサポにお電話ください。
　また、経済的な理由等で地上デジタル放送に対
応できない世帯（市町村民税非課税の世帯など）
に対しては、簡易チューナーの無償給付などの支
援も行っています。詳しくは総務省地デジチュー
ナー支援実施センターまでお問い合わせください。
―お問い合わせ先―

■デジサポ青森　　電話番号：017－771－1010
■総務省�地デジチューナー支援実施センター

（ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援）
　　　　　　　　　電話番号：0570－033840
（市町村民税非課税世帯への支援）
　　　　　　　　　電話番号：0570－023724



町
税
等
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！
（
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
　
青
森
銀
行
・
み
ち
の
く
銀
行
・
青
い
森
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
野
辺
地
支
所
）

15

無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談 国民年金に関する
こと

４月27日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９５

（完全予約制です） 
〒030-8554青森市中央１丁目22-8

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

４月５日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 ５月６日（金）
14：15 ～ 16：45

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。４月22日
まで総務課64－2111（内228）へ
申し込みください。予約必要

児童家庭相談 養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

野 辺 地 町
健 康 福 祉 課 64－２１１１

行 政 相 談 行政に関する苦情・
要望等に関すること

４月19日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談 しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－４９５４

電 話 介 護
相 　 　 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

９：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

３

月

分

の

納

付

期

限

は

５

月

２

日
（

月

）

で

す

平成23年度の国民年金保険料について

平成23年４月から「障害年金加算改善法」が施行されます。

【国民年金保険料（月額）】

　平成22年度の保険料額については、平成20年の物価上昇の影響により、実際の保険料額が
法定額より高く設定されていましたが、平成23年度の実際の保険料額は、平成21年度の物価
の下落（マイナス1.4％）等により、法定額より低く設定されることとなり、前年度に比べて
80円引き下げることとなりました。

　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計を維持してい
る配偶者やお子様がいる場合で、障害等級が１級または２級に該当する方に加算を行ってお
りましたが、平成23年４月施行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金
を受ける権利が発生した後に、生計を維持することになった配偶者やお子様がいる場合にも
届出によって加算を行うことになります。
　詳しくは下記の照会先までお問い合わせください。

平成23年３月までは

○受給権発生時に既に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、受給権発生時（※）から加算の対象となります。
※受給権発生時における生計維持関係を確認していました。

平成23年４月からは加算の範囲が拡大されます！

○平成23年４月１日より前において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有している場合には、法施行時（※）
から加算の対象となります。

　　※平成23年３月31日における生計維持関係を確認することとなります。
○平成23年４月１日以降において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有することとなった場合は、その事実

が発生した時点（※）から加算の対象となります。
　　※婚姻、出生等の事実が発生した日における生計維持関係を確認することとなります。
詳しくは、下記にお問い合わせください。

　青森年金事務所　☎017-734-7495　　　野辺地町役場　☎64-2111（内線241）町民課国民年金・医療班

（平成22年度）

１５，１００円
（法定額は14,980円）

（平成23年度）

１５，０２０円
（法定額は15,260円）

→



16

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

４
月
は
17
時

健康増進センター
　前田５番地の２
　　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４カ月児

　　こども健診
４月14日㈭
13：15開始

５月12日㈭
13：15開始

野辺地病院
小　児　科

（64－3211）

〈４月14日〉
平成22年12月生まれ

〈５月12日〉
平成23年１月生まれ

育児相談
離乳食前期指導
身体計測
小児科医診察等
結核予防法によるＢＣＧワク
チンの定期接種

対象者には個別に通
知します。 

ＢＣＧ予防接種

７カ月児

　　こども相談
４月20日㈬
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー
 （64－1770） 

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成22年９月生まれの乳児

育児相談
離乳食中期指導
離乳食試食
身体計測

母子健康手帳、 バス
タオルをお持ちくだ
さい。 
対象者への個別通知
はしておりません。 
毎月の広報で確認の
うえ、 おいでくださ
い。 

10カ月児

　　こども健診
４月20日㈬
13：00開始 平成22年６月生まれの乳児 育児相談

離乳食後期指導
身体計測・歯科保健指導・歯
科健診等１歳児

　　こども健診
４月20日㈬
13：30開始 平成22年４月生まれの乳児

みんなの

　　こども相談
４月20日㈬
14：30開始

０歳児から就学前まででこれ
までのこども健診・相談の対
象月年齢以外の児 （希望者） 

育児相談・栄養相談
身体計測
歯科健診等

できれば、前日までに
健康増進センターにお
申し込みください。 

１歳６カ月児

　　こども健診
５月10日㈫
12：50開始

平成21年10月～平成21年11月
生まれの幼児

育児相談・身体計測
小児科医診察
歯科健診等

対象者には個別に通
知します。 

ことばの相談
４月12日㈫
15：00開始

ことばなどの発達で相談した
い幼児

個別相談・指導 （わかば学級
教諭が対応） 

前日までに、 健康増
進センターにお申し
込みください。 

３歳児

　　こども健診
４月12日㈫
12：40開始

平成19年９月～ 10月生まれの
幼児

育児相談・身体計測
生活栄養指導
小児科診察・歯科健診
尿検査・聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。 

すくすくテレフォン

火・木曜日
 （祝祭日除く） 

８：30 ～ 17：00

妊婦、 産後の方、 育児中の母
親、 家族の方など

妊娠・育児の電話相談
 （保健師が対応） 

思春期はればれ

電話相談
思春期の方、 思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談 （保健師が対応） 

総合健康相談
火・木曜日

 （祝祭日除く） 
８：30 ～ 17：00

町民一般 保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。 
事前にお申し込みく
ださい。 

青 森 県 こ ど も

救 急 電 話 相 談

土曜日・日曜日
・祝日　　　　
19：00 ～ 22：30

＃８０００
または

０１７-　　　　

７
な

２
に

２
に

- １
い

１
い

５
こ

２
に

小児の保護者等

小児の急病等への家庭内での
対応や医療機関への受診の目
安などの相談の対応 （看護師
が対応　小児科医が支援）

青森県が実施主体です。 
電話番号はどちらも携
帯電話からでも可能で
す。 

〈 予 防 接 種 〉

ポ リ オ

４月21日㈭
４月25日㈪
６月14日㈫
６月22日㈬

健康増進センター

①平成22年２月～平成23年１
月生まれの乳幼児
②平成22年１月以前生まれで
未接種の幼児（生後90か月未
満まで）

予防接種法による定期接種 対象者には３月中旬に個
別に通知しています。


